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３．課題の概要 
 鉄道システムに適合する鉄道用超伝導直流送電ケーブルを設計・開発する。超伝導の持つ

低損失、高密度電流、高磁場といった特性に基づいた新しい機器やシステムを高温超伝導技

術で実現し、それらを鉄道分野に適合させて応用機器として定着させていくための基盤とな

る要素技術を開発する。具体的には、「超伝導ケーブルの鉄道システムへの適合を図るための

要求仕様の明確化」、「小型な 10kA 級超伝導ケーブルの設計検討」、「冷却システムの構築」、

「超伝導材料の高度化」、「試験線での検証」などを行い、最終的には「営業線での実証実験」

を行う。また、鉄道事業者にとって、既存鉄道システムとの調和が図れる安全かつ安心なシ

ステムの構築を目指す。 
 
４．評価結果 
（１） 研究開発の進捗状況と成果の現状  
  全体的にはよく検討されており、着々と課題を解決している。ケーブル構造と冷却シス

テムの設計、評価などを行い、導入時の省エネルギー効果をシミュレーションにより確認し

た。さらに構内実験線、私鉄営業線を使って研究成果の実証と評価を積極的に行ってきたこ

とは評価できる。 
 
（２） 今後の研究開発に向けて 

順調に研究開発は進んでいると認められる。実用化に向けては、経済性の検討を継続して

いくことが求められる。 
 

（３） 総合評価 
ステージⅡにて順調に開発を進めており、営業線を用いた成果の実証試験まで実施したこ

とを評価し、総合評価をＡとする。ステージⅢの計画では実適用に向けて冷却技術やケーブ

ルの製造・敷設技術などの技術課題を解決し、早期の実用化に向けて試験を積み重ねていく

ことを期待する。 
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